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News Release 

 

 

 
  
                
報道各位 

 

 

 

 

 

ヒューマンホールディングス株式会社の事業子会社で、人材紹介事業を行うヒューマンタッチ株式会社（本社：東京都新

宿区、代表取締役：髙本和幸、以下「ヒューマンタッチ」）が運営するヒューマンタッチ総研は、総合工事業（ゼネコン）、土木

工事業、電気設備工事業、管工事業の 4 業種に分けて、2019 年 3 月期第 1 四半期決算から見る市場動向をまとめました。

対象は 3 月期決算で 2018 年 3 月期売上高の上位各 10 社です。 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体概況＞土木工事業と管工事業は増収増益で好調。特に管工事業の好調ぶりが際立つ 

各業種主要 10 社の 2019 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）の実績をまとめると、4 業種ともに売上高合計は前年同四

半期を上回っています（＝図表①）。土木工事業と管工事業は経常利益についても前年同四半期を上回っており、特に管工

事業は経常利益が前年同四半期比 128.7％と大幅増で、好調ぶりが際立っています。 

 一方、ゼネコンと電気設備工事業では、売上高は堅調ですが経常利益は前年同四半期を下回り、伸び悩んでいます。 

 

【図表① 各業種主要 10 社の 2019 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）の実績合計】 

 

 

＜総合工事業（ゼネコン）＞10 社中 5 社が減収減益、利益面でやや厳しい結果に 

10 社のうち 5 社が減収減益となり、利益面でやや厳しい決算になっています（＝図表②）。ただし 2019 年 3 月期通期の業

績予想では 10 社中 6 社が減益予想となっており、第 1 四半期での減益は織り込み済みと言えそうです。 

※竹中工務店は非上場のため除いています 

 

 

売上高
（百万円）

前年
同四半期比

経常利益
（百万円）

前年
同四半期比

総合工事業（ゼネコン） 2,225,785 102.5% 149,975 81.8%
土木工事業 293,995 105.2% 11,900 104.1%
電気設備工事業 594,628 105.8% 25,203 83.9%
管工事業 264,296 106.9% 7,718 128.7%
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【本件のポイント】 

・4 業種別主要上場企業各 10 社の 2019 年 3 月期の第 1 四半期決算から見る市場動向をまとめた 

・4 業種ともに主要 10 社の合計売上高は前年同四半期を上回り、特に土木工事業と管工事業の好調ぶりが際立つ 

・一方、ゼネコンと電気設備工事業は、売上高は好調も、利益面で厳しい結果に 
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【図表② ゼネコン主要 10 社の 2019 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）の実績】 

 
出所：各社の 2019 年 3 月期第 1 四半期決算短信より作成 

 

＜土木工事業＞10 社中 6 社が増収増益であり、好調な決算結果 

10 社のうち 6 社が増収増益となり、堅調な公共投資を背景に好調な決算となりました（＝図表③）。 

 

【図表③ 土木工事業主要 10 社の 2019 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）の実績】 

 

出所：各社の 2019 年 3 月期第 1 四半期決算短信より作成 

 

＜電気設備工事業＞売上高堅調も、利益面では苦戦 

増収増益 3 社、増収減益 4 社、減収減益 3 社となり、経常利益は 10 社中 7 社で前年同四半期を下回っており、利益面で

はやや厳しい決算となっています（＝図表④）。 

 

【図表④ 電気設備工事業主要 10 社の 2019 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）の実績】 

 

出所：各社の 2019 年 3 月期第 1 四半期決算短信より作成 

 

売上高
（百万円）

前年
同四半期比

経常利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向

1 大林組 437,307 99.6% 25,941 95.6% 減収減益
2 鹿島建設 416,985 104.0% 34,133 70.8% 増収減益
3 清水建設 357,176 105.0% 22,328 77.9% 増収減益
4 大成建設 318,218 99.4% 17,451 61.2% 減収減益
5 長谷工コーポレーション 223,528 121.0% 23,795 131.2% 増収増益
6 五洋建設 116,398 94.3% 6,756 101.4% 減収増益
7 前田建設工業 105,952 108.7% 8,081 120.3% 増収増益
8 戸田建設 90,236 99.4% 4,799 60.0% 減収減益
9 三井住友建設 86,781 94.8% 4,201 65.2% 減収減益

10 安藤ハザマ 73,204 86.9% 2,490 50.5% 減収減益

企業名
2019年第１四半期

売上高
（百万円）

前年
同四半期比

経常利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向

1 NIPPO 80,554 101.1% 5,633 105.3% 増収増益
2 前田道路 48,680 100.3% 2,693 78.3% 増収減益
3 日本道路 31,093 115.8% 691 180.4% 増収増益
4 川田テクノロジーズ 26,243 110.3% 1,035 ‐ 増収増益
5 ピーエス三菱 22,257 100.6% -170 ‐ 増収減益
6 東鉄工業 20,868 97.8% 657 40.4% 減収減益
7 ライト工業 20,837 101.1% 1,735 106.8% 増収増益
8 東亜道路工業 17,903 118.8% -870 ‐ 増収減益
9 世紀東急工業 13,250 127.0% 209 ‐ 増収増益

10 日特建設 12,310 111.9% 287 235.2% 増収増益

企業名
2019年第１四半期

売上高
（百万円）

前年
同四半期比

経常利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向

1 関電工 126,737 112.4% 6,747 91.4% 増収減益
2 きんでん 88,237 93.0% 3,204 98.2% 減収減益
3 コムシスホールディングス 82,270 128.7% 4,248 116.0% 増収増益
4 九電工 70,792 107.8% 3,565 71.0% 増収減益
5 協和エクシオ 61,898 105.7% 4,204 100.1% 増収増益
6 トーエネック 44,026 101.1% 470 44.5% 増収減益
7 ユアテック 40,956 97.7% -431 ‐ 減収減益
8 住友電設 34,402 102.2% 2,506 94.7% 増収減益
9 中電工 28,201 91.5% 1,083 39.4% 減収減益

10 日本電設工業 17,109 104.1% -393 ‐ 増収増益

企業名
2019年第１四半期
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＜管工事業＞10 社中 5 社が増収増益で、好調な決算結果 

5 社が増収増益となっており、好調な決算結果となっています（＝図表⑤）。 

 

【図表⑤ 管工事業主要 10 社の 2019 年 3 月期の第 1 四半期決算（連結）の実績】 

 

出所：各社の 2019 年 3 月期第 1 四半期決算短信より作成 

 

■ヒューマンタッチ総研所長・髙本和幸（ヒューマンタッチ代表取締役）のコメント 

2019 年 3 月期第 1 四半期の主要建設関連企業の決算結果を見ると、土木工事業 

では 10 社中 6 社、管工事業では 10 社中 5 社が増収増益となっており、土木工事業と 

管工事業の好調さが際立っています。 

一方、ゼネコンと電気設備工事業では 10 社中 7 社で経常利益が前年同四半期を 

下回っており、利益面で厳しい決算結果になっています。 

今後の業績動向ついては、増加する工事量を確実に消化するための人材確保と、 

IoT 等の活用による生産性向上の実現が大きなポイントになると思われます。 

今回の第 1 四半期決算で業績予想の修正を行った企業はなく、第 2 四半期における 

業績動向を注視したいと思います。 

 

 

 

会社概要 

ヒューマンタッチ株式会社 

●代表者：代表取締役 髙本 和幸  ●所在地：東京都新宿区西新宿 7-5-25 西新宿プライムスクエア 1F 

●資本金：1 億円             ●URL：https://human-touch.jp/ 

売上高
（百万円）

前年
同四半期比

経常利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向

1 高砂熱学工業 63,442 103.9% 2,962 101.2% 増収増益
2 大気社 49,089 113.2% 2,805 456.1% 増収増益
3 三機工業 35,252 107.0% 92 ‐ 増収増益
4 ダイダン 29,585 106.2% 1,273 139.9% 増収増益
5 新日本空調 22,719 126.2% -561 ‐ 増収減益
6 朝日工業社 18,593 113.2% 1,087 110.1% 増収増益
7 日比谷総合設備 13,106 90.9% -357 ‐ 減収減益
8 テクノ菱和 12,085 97.8% 125 781.3% 減収増益
9 ヤマト 11,175 111.1% 515 84.7% 増収減益

10 大成温調 9,250 86.4% -223 ‐ 減収減益

企業名
2019年第１四半期

＜このレポートに関するお問い合わせ＞ 

ヒューマンタッチ株式会社 ヒューマンタッチ総研担当 

TEL：03-6846-9050  E-ｍａｉｌ： htsouken@athuman.com 

＜このリリースに関するお問い合わせ＞ 

ヒューマングループ 広報担当：土屋まで 

 TEL：03-6846-8002  FAX：03-6846-1220  E-ｍａｉｌ： kouhou@athuman.com 


